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を序文代わりにしています： 

私の告白 
  

そうですね～、アドルフ・ヒトラーには憧れます！ 
  

彼は私の青春時代のヒーローの一人であり、私の反抗期の中心人物であ

り、そして今でも私が成長した意識的な国家社会主義革命家のモデルであ

る！  

  

アドルフ・ヒトラー - THE LEADER！指導者ではなく、単に魅力的な歴史

上の人物でもなく、「指導者」です。彼は、彼を体験することを許された

人々にとってそうであり、彼の政治的遺言に忠実に、国家社会主義運動の

輝かしい再生のために戦う人々にとって、今もそうです！  

 

国家社会主義者が直接的、間接的にドイツの、あるいは運動の新しい指導
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者であると主張するときはいつでも、私の抵抗に会うだろう。善意のドイ

ツ人が私をそう呼ぼうとするときはいつでも、私はそれを肉体的苦痛のよ

うに感じ、拒絶する。1945年以降、総統の称号を自分のものとする者は、

傲慢ないたずら者で、国家社会主義の精神とアドルフ・ヒトラーの記憶に

対して違反する！ 
  

我々の運動には、組織指導者、指導者同志、役職者、その他の指導者が再

び存在し、NSDAPの党指導者、新しい帝国の国家社会主義者総統が再び

存在しなければならないし、いつか存在することになるだろう！総統の中

で、思想と党は完璧な表現を見出し、人格と大義は同一であった。ドイツ

は、ドイツ史の偉大な人物であり、完成者である総統の中に具現化され

た。総統、党、国家社会主義、ドイツの間には、もはや何の違いもなかっ

た。だからこそ、国民は最後の日まで彼に従ったのである。アドルフ・ヒ

トラーは運命の人であった：  

 

異教徒の時代には神として、中世には神の使いとして崇拝されたことで

しょう。 
  

私たちにはアドルフ・ヒトラー、彼の精神、遺産、使命があります！アド

ルフ・ヒトラー以降、彼の人物を思想、党、ドイツと同一視することはで

きない。このようなユニークな歴史的天才、運命の人物は、摂理によって

選ばれ、国民の限りない愛と崇拝によって、その存在が確認されただけで

ある。私たち全員、つまり小さな相続人たちは、思想に仕え、党の道具で

ある。しかし、リーダーとは、その人物とその肩書きであり、私たちに

とって神聖なものであり、また、私たちの仲間からリーダーが出てくるか

もしれない。それに背く者は災いである！ 
  

批判？もちろん批判もあります。アドルフ・ヒトラーも人間ですから、失

敗もします。指導者と党が同一であるということは、間違った判断をした

場合の対抗手段がないことを意味します。次の文章では、多くの批判的な

指摘がなされるでしょう。歴史の前で知ったかぶりをせず、総統の思い出

を汚さず、将来同じ過ちを犯さないようにするために、これは必要なこと

であり、正しいことなのです。  
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この作品を通して、リーダーも、将来の党首も、自分自身を党の道具、奉

仕者、代理人として見なければならないという基本的な考え方が貫かれて

います：党は常に正しい」ではなく、「党は常に正しい：リーダーは常に

正しいのです！ 

  

このように、党の任務と総統の意志を同一視することは、たとえアドル

フ・ヒトラーという類まれな人物の治世であっても、最終的に悲惨な結果

をもたらすという結論に達する。この発言で総統の思い出を汚すことにな

るのでしょうか？いいえ、そうではありません！この魅力的で、魅力的

で、形成的な人格は、このようなすべてを支配する立場に成長するはず

だったからです。アドルフ・ヒトラーの意志に対して、つまりこの意志の

天才に対して、対抗手段も修正手段もなかったのだ。ヒトラーが許容しな

かったからではなく、ヒトラーの影に隠れては、内なる正当化も外なる承

認も得られなかったからだ。しかし、私たちは常に、この指導者の姿のユ

ニークさと例外性を意識しておかなければなりません。彼の立場は通常の

ものではなく、そのため、彼の相続人である私たちにとって模範となるも

のではありません！アドルフ・ヒトラー自身は、そのことを考慮し、帝国

大統領、帝国首相、党大臣を任命したが、彼らの仕事と権限をどのように

想像しなければならないかは明確にしなかった。しかし、少なくともこれ

は、フューラーの地位の独自性を認めていることを示すものであり、

フューラー以降、このような形で自分のために主張できる者は誰もいな

い！ 
  

したがって、国家社会主義におけるリーダーシップは、アドルフ・ヒト

ラーという例外的な人間に集中した第三帝国の実践の模倣ではありませ

ん。リーダーシップは新しい方法で理解されなければならず、総統原理は

再定義されなければならない。これが今回の著作の核心である。しかし、

私たちのモデルとなる、国家社会主義のリーダーシップが体現されている

偉大な国家社会主義の指導者の人格も思い起こすことになるでしょう。な

ぜなら、新しい世界と新しい時代を創造しようとする国家社会主義を力強

くしたのは、彼の歴史的な巨人的人物であったからです！ 
  

ミハエ・キューネン（Michae Kühnen 

ブッツバッハ刑務所、1985年12月27日、総統の年、96年 
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THE LEADER 
  

ドイツ人は、他のどの民族よりも、偉大な人物や指導者の中に自らを認識

し、情熱的な活力をもって彼らを尊敬している：他の民族が、強く自然な

国民感情、国家の象徴、連綿と続く伝統、国家や宗教の理念、支配王朝、

あるいは憲法にアイデンティティを見出すのに対し、ドイツ人には常に指

導者しかいない。指導者は、ヨーロッパにおける不幸な中間的地位や、そ

の結果としての隣国の侵入や影響による悲劇的断絶、激動、分裂のような

ものにも、ドイツを体現して国家の自信を可能にする。 
 

中世ドイツの偉大な皇帝たち-オットー大帝と二人のシュタウファー皇帝

フリードリヒ1世。バルバロッサとその孫のフリードリヒ2世は、「世界の

驚き」であり、第一帝国のクライマックスとなった人物である！ 
  

第三帝国の創造者であるアドルフ・ヒトラーは、リーダーである。 

彼のもとでドイツの歴史は、同時にドイツ総統神話の歴史でもあるのだ

が、完成した！ 

かつてドイツ国民が獲得した権力の地位においても、国民からの崇拝の念

においても、アドルフ・ヒトラー総統を超えることは今後もないだろう。

だからこそ、私たちは彼の中にドイツ史の完成者を見るのだ：  

私たち相続人は、総統の仕事を引き受け、それを形作り、永続性を与える

以外に選択肢はない。総統の遺産は、千年帝国の建設であり、国家社会主

義思想によって形作られた新しい秩序であり、自然と調和した新しい高等

文化なのである。  

  

これにより、ドイツ民族共同体の傷、骨折、分裂、亀裂が癒され、わが民

族が自然かつ妨げられることなく発展することができる。新しい帝国と国

家社会主義の理念の中で、ドイツは自分自身を発見し、新秩序もその指導

者を必要とし生み出すだろう。しかし、総統と総統神話は、ドイツ民族が

そのように生き残り、自信と自己主張の意志を保つために、常に避難しな

ければならなかったものであり、もはや必要ないだろう。私たちは、アド

ルフ・ヒトラーと、彼が残した歴史的・思想的遺産を完成させるために、
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このようなことをしなければならないのである！アドルフ・ヒトラーの遺

産を未来に伝える私たちにとって、アドルフ・ヒトラーとは誰であり、何

であろうか。 
  

政治家アドルフ・ヒトラーは、第一次世界大戦でドイツが敗北した痛まし

い時代、第二帝国が栄光を得ることなく崩壊した1918年11月の反乱の暗黒

と不名誉な時代に生まれました。彼自身、告白集『我が闘争』の一節でこ

のことを述べており、その最後には有名な言葉がある。「しかし、私は政

治家になることを決意しました！ 
 

この政治家アドルフ・ヒトラーの目標は何だったのだろうか。すべての政

治的努力の先頭にあったのは、ドイツの敗北を決定的なものにしたあの裏

切り者の11月の反乱の恥を根絶することだった。"ドイツの歴史に1918年

11月を二度と起こしてはならない！"。 

  

ヴェルサイユの戦勝国が約束に反して、和解と正義の平和ではなく、ドイ

ツの屈辱と従属の独裁を決定した後、ヒトラーの目標は、ヴェルサイユに

対する闘いと、すべてのドイツ人を受け入れる自由で誇りあるドイツの創

造に拡大した。そのためには、ドイツ国民を、すべての階級と集団が自分

たちの祖国を認め、そのために生き、働き、必要ならば死ぬ覚悟を持つ、

統一され、壊れない意志の共同体、真のフォルクスゲマインシャフトに変

貌させなければならない。これは、国家が、常に「民族主義者」であると

感じていた貴族やブルジョア層の故郷であるだけでなく、国家が、国民の

幅広い大衆、とりわけ労働者の故郷となる場合にのみ可能である：ドイツ

民族のために労働者を獲得すること、これが、政治家アドルフ・ヒトラー

が闘争の間に築き上げた国家社会主義ドイツ労働者党の本質的な国内政治

目標になった。  

 

しかし、労働者を国家のために獲得したドイツ社会主義に基づくドイツ国

民の意志の共同体が現実のものとなったとき、ベルサイユの独裁が克服さ

れ、すべてのドイツ人がONE帝国に自分の家を見つけたとき、この帝国

は、常に隣国の犠牲となり、自然の発展を妨げてきた悲劇の中間位置から

ついに脱却しなければならなかった。したがって、この帝国は、ヨーロッ



6 

パを中央から形成し、ドイツ人が自給し、独立を守り、難攻不落で自由な

発展を確保できるような十分な生活空間を確保しなければならなかったの

です！ 
  

これが政治家アドルフ・ヒトラーの目標であった。それを達成するため

に、彼はNSDAPを作り上げました。1933年1月30日、彼は権力を握った。

今度は、政治家としての自分を証明しなければならなかった！  

 

つまり、国家の自由と独立を回復し、ヴェルサイユの独裁を克服し、すべ

てのドイツ人を統合し、十分な生活空間を獲得するための前提条件とし

て、階級の壁を克服して真の国民共同体を内部で作り上げることであった

のだ。そのために、政治家アドルフ・ヒトラーは、明確でもっともな構想

を練った。内部では、階級や階層をドイツ国民の意志の共同体に統合し、

新旧のドイツを調和させるというものである。  

  

この和解の象徴が「ポツダムの日」で、行政、経済、帝国軍における旧時

代の勢力は、「本質的に」国家的であるとみなされ、権力の座に触れるこ

となく新国家に奉仕することが認められた。同時に、労働者は社会建設プ

ロジェクトによって勝ち取ることができた。対外的には、カイザーライヒ

の決定的な誤りを回避し、二正面作戦を阻止することであった。これは、

植民地と、イギリスとの同盟を交渉するための積極的な世界貿易政策を放

棄することによって達成されるはずだった。さらに、イタリアを同盟相手

として獲得し、両方の同盟を通じてフランスを隔離し、東への進撃を実現

することだった。これは同時に、ボルシェビズムを破壊し「ドイツのイン

ド」としての運命にあったロシアに生存地を確保しようとした。この構想

は首尾一貫しており、論理的であり、ドイツの利益とヨーロッパの公正な

秩序という目標に対応していた-この過程で失うものはボルシェビキ・ロ

シア以外にはなかった。 
  

政治家のパフォーマンスは、すべてが当初の計画通りに進んだかどうかで

判断されるものではなく、また、彼が実際に何を望んでいたかでも判断さ

れない。その基準はただひとつ、「成功」である！  

 

1938/39年まで、この成功は明らかに政治家アドルフ・ヒトラーを物語っ
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ている！ドイツ国民の約90％が彼の後ろに団結し、労働者階級はドイツ

民族共同体の最も忠実な部分となり、ベルサイユ独裁は引き裂かれ、

オーストリアとスデーテンランドのドイツ人は帝国に平和的に帰国し、

中央ヨーロッパにおけるドイツの優位は確立されていたのです！ 
  

しかし、6年後、新帝国は無条件降伏に署名しなければならず、ドイツは

すべての自由、その統一と独立を失った。結局のところ、政治家アドル

フ・ヒトラーは失敗したのです。それを抑圧してはならない。アドル

フ・ヒトラーもまた人間であり、過ちを犯した。したがって、今日の国

家社会主義政治は、総統が政治家として行ったこと、あるいは望んだこ

とのすべてを模倣することに尽きるのであってはならない。1945年の最

終的な失敗は、必然的な運命ではなく、犯した過ちの明らかな結果なの

だから：  
 

国内政治においては、本質的に反動的な勢力、すなわち行政、経済、国

防軍における旧来のパワーエリートとの和解を試みるとともに、1934年6

月30日にSAを中心とする革命的な国家社会主義者を排除したことが、深

く悲惨な結果をもたらした。第二次世界大戦中に、その後、常に国家に

対する反逆と謀反によってドイツの戦争を妨害し、最終的には敗戦の責

任を決定的に共有したのはまさにこれらの反動勢力であった！  

 

しかし、外交政策においては、この同盟計画は実現できなかった：シオ

ニストと米軍の影響下にある英国は、時代遅れとはいえ、その古い「力

の均衡」政策に従って、欧州最強の国であるドイツを破壊するために、

一貫して新しい世界大戦に向かっていた。 
  

アドルフ・ヒトラーではなく、他の国家社会主義者の政治家たちのコン

セプトが、後になってから正しいと証明されたのです：  
 

エルンスト・レームとゲオルク・シュトラッサーは、1934年6月30日の反

動的殺人計画の最も顕著な犠牲者である！彼らは、反動を排除するため

の一貫した社会主義革命を要求し、それによって、国家社会主義政権と

国民経済、国家社会主義革命軍を建設することを望んでいた。彼らは、
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フランスやソ連との統一という大陸ヨーロッパ政策、第三世界の目覚めた

人々との同盟、大英帝国に対する前線基地（その廃墟からドイツの生活空

間を獲得できたはず）を求めていた。この革命的ナショナリズムは、今日

のわれわれの伝統的路線である。資本主義的西側に対する戦線、ソ連との

均衡、世界中の覚醒した国々との同盟、そしてその中で、深い社会主義革

命を通じて真の民族共同体を確立することである！ 
  

アドルフ・ヒトラーは、1945年春の最後の詳細な政治分析、いわゆる「ボ

ルマンの独裁」で、再び自らを優れた政治家であると示し、失敗した政策

を総括し、反動との闘いにおける国家社会主義思想の革命的出発点への回

帰を要求しています。このように、我々は政治家のライフワークに敬意を

表し、その成功に感嘆し、将来それを避けるために彼の過ちを分析し、彼

の最後の洞察を認めるが、我々の政治行動においては、過去をコピーする

のではなく、我々自身の未来を形作るのである。 
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